
学年学年学年学年
5年

セルフセルフセルフセルフ
チェックチェックチェックチェック

70% ①

30% ②

1 2 3 4

○ ◎
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方針、履修方針、履修方針、履修方針、履修
上の注意上の注意上の注意上の注意

すでに学んだ物理法則，物理効果を理解しておく必要がある．
講義形式で進め，適宜演習を行う．本科目は板書を主に行う．必要に応じてパワーポイントによる資料を
プロジェクタで提示する．
不明な点があれば，授業中もしくは授業後に質問に来てください．
本科目は幅広い知識が必要です．今まで履修した科目を適宜復習してください．

教科書・教科書・教科書・教科書・
教材教材教材教材

教員作成ノート，PPT他
教科書：計測システム工学の基礎，西原・山藤，森北出版
参考図書：①システム計測工学，永井・丸山，森北出版
　　　　　②計測工学，前田・木村・押田共著，コロナ社
　　　　　③電気電子計測の基礎-誤差から不確かさへ-，山崎，オーム社
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主体的・継続的学修意欲主体的・継続的学修意欲主体的・継続的学修意欲主体的・継続的学修意欲 0000

社会性（プレゼン・コミュニケーション・PBL）社会性（プレゼン・コミュニケーション・PBL）社会性（プレゼン・コミュニケーション・PBL）社会性（プレゼン・コミュニケーション・PBL）

60606060
応用力（実践・専門・融合）応用力（実践・専門・融合）応用力（実践・専門・融合）応用力（実践・専門・融合） ①②③④ 30 10 40404040

基礎的理解基礎的理解基礎的理解基礎的理解 ①②③④ 50 10

総合評価総合評価総合評価総合評価 セルフチェックセルフチェックセルフチェックセルフチェック

評価項目評価項目評価項目評価項目 80 0 0 20 100100100100

目標との関連目標との関連目標との関連目標との関連 定期試験定期試験定期試験定期試験 小テスト小テスト小テスト小テスト レポートレポートレポートレポート
その他（演習課題・その他（演習課題・その他（演習課題・その他（演習課題・
発表・実技・成果物発表・実技・成果物発表・実技・成果物発表・実技・成果物

等）等）等）等）

評価方法と評価項目および関連目標に対する評価割合評価方法と評価項目および関連目標に対する評価割合評価方法と評価項目および関連目標に対する評価割合評価方法と評価項目および関連目標に対する評価割合
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達達達達
成成成成
度度度度
目目目目
標標標標

目標目標目標目標
割合割合割合割合

科目達成度目標科目達成度目標科目達成度目標科目達成度目標
達成度目標の達成度目標の達成度目標の達成度目標の

評価方法評価方法評価方法評価方法

ルーブリックルーブリックルーブリックルーブリック

理想的な理想的な理想的な理想的な
到達レベル（優）到達レベル（優）到達レベル（優）到達レベル（優）

標準的な標準的な標準的な標準的な
到達レベル（良）到達レベル（良）到達レベル（良）到達レベル（良）

最低限必要な最低限必要な最低限必要な最低限必要な
到達レベル（可）到達レベル（可）到達レベル（可）到達レベル（可）

本科・専攻科本科・専攻科本科・専攻科本科・専攻科
教育目標教育目標教育目標教育目標

計測に必要な単
位・基準，計測方
式，計測の誤差と
その処理につい
て理解でき，応用
ができる．

計測に必要な単
位・基準，計測方
式，計測の誤差と
その処理につい
て理解できる．

計測に必要な単
位・基準，計測方
式，計測の誤差と
その処理につい
ての基礎を理解
できる．

計測系の構成，
アナログ信号変
換，ディジタル信
号変換について
理解できる(A-
1)．

定期試験，課題
にて評価する．

計測系の構成，
アナログ信号変
換，ディジタル信
号変換について
理解でき，応用が
できる．

計測系の構成，
アナログ信号変
換，ディジタル信
号変換について
理解できる．

計測系の構成，
アナログ信号変
換，ディジタル信
号変換について
の基礎が理解で
きる．

＜本科教育目標＞
（3）専門的基礎知識を理解し、自ら学ぶことのできる人材を育成する

計測に必要な単
位・基準，計測方
式，計測の誤差と
その処理につい
て理解できる(A-
1)．

定期試験，課題
にて評価する．

対象学科／専攻コース対象学科／専攻コース対象学科／専攻コース対象学科／専攻コース 必・選必・選必・選必・選 履修・学修履修・学修履修・学修履修・学修 単位数単位数単位数単位数 授業形態授業形態授業形態授業形態 授業期間授業期間授業期間授業期間

科目目標科目目標科目目標科目目標
【MCC目標】【MCC目標】【MCC目標】【MCC目標】

単位を理解し，測定値の確からしい値についての解釈の仕方を学ぶ．
有効数字や最小二乗法を理解する．
アナログ・ディジタル変換，ディジタル信号処理について理解する．
・測定の定義と種類を説明できる。
・測定誤差の原因と種類、精度と不確かさ、合成誤差を説明できる。
・国際単位系の構成を理解し、ＳＩ単位およびＳＩ接頭語を説明できる。
・長さ、角度、形状、力、圧力、流量、粘度、温度、湿度、時間、回転数などの計測方法と計測機器を説明
できる．
【V-A-8】計測制御：計測の理論および各種物理量の測定方法の習得を目標とする．

総合評価総合評価総合評価総合評価
評価：定期試験８０％＋課題提出２０％
６０％以上を合格とする．

機械システム工学科 必 学修 2単位 講義 前期

科目名科目名科目名科目名 計測工学
英文表記英文表記英文表記英文表記

Measument and instrument
engineering

2017年3月9日2017年3月9日2017年3月9日2017年3月9日
科目コード科目コード科目コード科目コード 5104

教員名：　下嶋賢教員名：　下嶋賢教員名：　下嶋賢教員名：　下嶋賢
作成

技術職員名：技術職員名：技術職員名：技術職員名：
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学習時間は、実時間ではなく単位時間で記入する。（４５分＝１、９０分＝２）

学習時間合計学習時間合計学習時間合計学習時間合計 実時間実時間実時間実時間 22.522.522.522.5

備考欄備考欄備考欄備考欄
（JABEE関連共通記述）
・　この科目はJABEE対応科目である．その他必要事項は各コースで定める．
（各科目個別記述）
・　この科目の主たる関連科目は機械システム工学科科目関連図一覧表を参照のこと．
（モデルコアカリキュラム）
・  対応するモデルコアカリキュラム(MCC)の学習到達目標，学習内容およびその到達目標を【】内の記号・番号で
示す．
（学位審査基準の要件による分類・適用）
科目区分　専門科目④　A　機械力学・制御に関する科目

自学自習（予習・復習）内容（学修単位における自学自習時間の保証）自学自習（予習・復習）内容（学修単位における自学自習時間の保証）自学自習（予習・復習）内容（学修単位における自学自習時間の保証）自学自習（予習・復習）内容（学修単位における自学自習時間の保証） 標準的所用時間標準的所用時間標準的所用時間標準的所用時間
課題 各1時間×15回
定期試験対策 5

期末試験

計測結果を使ったＰＢＬ４
グループ内にて，計測に関連する実験結果を選定し，計測メカニ
ズムを考慮に入れた考察について検討する．

ノートの復習

演習 ノートの復習

計測結果を使ったＰＢＬ２
グループ内にて，計測に関連する実験結果を選定し，計測メカニ
ズムを考慮に入れた考察について検討する．

ノートの復習

計測結果を使ったＰＢＬ３
グループ内にて，計測に関連する実験結果を選定し，計測メカニ
ズムを考慮に入れた考察について検討する．

ノートの復習

ノートの復習

計測結果を使ったＰＢＬ１
グループ内にて，計測に関連する実験結果を選定し，計測メカニ
ズムを考慮に入れた考察について検討する．

ノートの復習

最小二乗法2 最小二乗法の近似法について学ぶ ノートの復習

演習 ノートの復習

ガイダンス
授業の概要や進め方についての説明
【V-A-8:1-1】測定の定義と種類を説明できる．

単位系1
機械力学におけるSI単位系について学ぶ
【V-A-8:1-1】国際単位系の構成を理解し，ＳＩ単位およびＳＩ接頭語を説明
できる．

ノートの復習

単位系2
電気工学・熱力学におけるSI単位系について学ぶ
【V-A-8:1-1】国際単位系の構成を理解し，ＳＩ単位およびＳＩ接頭語を説明
できる．

ノートの復習

測定の誤差と精度3
誤差伝搬について学ぶ
【V-A-8:1-2】測定誤差の原因と種類，精度と不確かさ，合成誤差を説明
できる．

ノートの復習

最小二乗法1 最小二乗法について学習する ノートの復習

測定の誤差と精度1
数値計算における誤差について学ぶ
【V-A-8:1-2】測定誤差の原因と種類，精度と不確かさ，合成誤差を説明
できる．

ノートの復習

測定の誤差と精度2
測定の精度，精度の表し方について学習する
【V-A-8:1-2】測定誤差の原因と種類，精度と不確かさ，合成誤差を説明
できる．

ノートの復習

計測系の構成 計測器の構成原理について学ぶ

授　　業　　計　　画授　　業　　計　　画授　　業　　計　　画授　　業　　計　　画

授　　業　　項　　目授　　業　　項　　目授　　業　　項　　目授　　業　　項　　目 授　　業　　内　　容授　　業　　内　　容授　　業　　内　　容授　　業　　内　　容
自学自習自学自習自学自習自学自習

（予習・復習）（予習・復習）（予習・復習）（予習・復習）
内容内容内容内容


